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午前１０時０２分 開議

（出席議員数１８名）

────────────────────

開 議 宣 告

────────────────────

これより、本日の会議○議長（中元優君）

を開きます。

────────────────────

会議録署名議員の指名

────────────────────

本日の会議録署名議員○議長（中元優君）

には、

佐々木 優 君

天 日 公 子 君

を御指名申し上げます。

────────────────────

諸 般 の 報 告

────────────────────

事務局長をして諸般の○議長（中元優君）

報告をいたさせます。

事務局長桐澤博君。

－登壇－○事務局長（桐澤博君）

議長の諸般報告を朗読いたします。

議会側提出事件、議案第１９号、意見案８

件、事務調査及び都市事例調査の申し出等に

つきましては、本日御配布の議会側提出件名

表ナンバー２に記載のとおりでございます。

以上でございます。

────────────────────

議会運営委員会報告

────────────────────

本定例会の運営に関し○議長（中元優君）

て、議会運営委員会より報告を願います。

議会運営委員長横山久仁雄君。

－登壇○議会運営委員長（横山久仁雄君）

－

議会運営委員会より、９月１２日、委員会

を開催し、追加議案の取り扱いについて審議

いたしました結果について、御報告申し上げ

ます。

提出のあった事件は、議会側提出案件１３

件で、条例１件、意見案８件、閉会中の事務

調査１件、都市事例調査３件がございます。

いずれも、本日の日程の中で御審議を願うこ

とにいたしております。

以上申し上げまして、議会運営委員会から

の報告を終わります。

お諮りいたします。○議長（中元優君）

ただいま議会運営委員長より報告のとお

り、本定例会を運営いたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、ただいまお諮りのとおり決しまし

た。

────────────────────

日程第１

議案第１号 平成１８年度富良野市

一般会計補正予算（第５号）

────────────────────

日程第１ 議案第１号○議長（中元優君）

平成１８年度富良野市一般会計補正予算を議

題といたします。

質疑は、予算第１条の歳出より行います。

事項別明細書２０ページ、２１ページをお

開き願いたいと思います。

２款総務費、３款民生費、４款衛生費ま

で、２０ページより、２５ページまでを行い

ます。

質疑ございませんか。

１７番北猛俊君。

２１ページ、１１０○１７番（北猛俊君）

番庁舎維持管理経費の関係についてお伺いを

いたします。

この関係につきましては、下水道課を本庁

舎の方へ戻すとお伺いをしておりますけれど

も、戻ったことによって庁舎の配置等、どの

ような体制になるのかお聞かせをいただきた

いと思います。

御答弁願います。○議長（中元優君）

総務部長下口信彦君。

それでは、お答○総務部長（下口信彦君）

え申し上げます。
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下水道課が本庁に戻ってくるということ

で、それとあわせまして庁舎の体制がどうな

るかという御質問とお聞きしてございます。

上下水道につきましては、現在２階におり

ます都市建築課のところにプロジェクトチー

ムも入っていまして、あの部屋を上下水道課

という形にさせていただきたいと、このよう

に思ってございます。

同時に、都市建築課を今の市民相談室、一

般のテレビもついております会議室等も含め

たあそこの構内に、都市建築課を下へ下ろし

ていきたいと。それと同時に、市民相談室で

ございますが、１階にございます選管の横に

小会議室というところがございまして、そち

らの方に市民相談室を置きまして、現在１階

にあります喫煙室のところに今相談室と兼ね

た待合室だとか、そういうものをつくってい

きたいと、このように思っているところでご

ざいます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

１７番北猛俊君。

下水道課の関係につ○１７番（北猛俊君）

いては了解をいたしましたけれども、今、お

聞きをすると、市民相談室が選管の横の、従

来の喫煙室ですよね。その横ですか。（「そ

の横の奥に小会議室というのがあります」と

発言する者あり）

そういうことになると、今までだと正面玄

関入ってからすぐという位置だったわけであ

りますけれども、何かしらちょっと奥まった

位置に配置されるわけですけれども、市民へ

の周知等はどのように考えておられるのか。

市民相談室ということで、微妙なところもあ

るかと思いますので、市民への周知ですと

か、それから、その場所を使って市民相談に

当たられる上で何か配慮されているようなこ

とがあれば、お聞かせをいただきたいと思い

ます。

御答弁願います。○議長（中元優君）

総務部長下口信彦君。

先ほど御質問が○総務部長（下口信彦君）

ありました市民への周知関係、移動関係も含

めて周知関係はどうなんだということでござ

いますが、今回は１０月を移動にさせていた

だきたいという考えをしてございます。

その関係で市民周知でございますが、まず

１点目は、広報ふらのお知らせ版で周知をし

たいと、もう一つは、ラジオ広報トピックス

でしていきたいと、もう一つは、施設内に事

前に移転案内掲示板をして周知をしていきた

いと、このように思っているところでござい

ます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

ほかにございませんか。

７番横山久仁雄君。

関連してお聞きを○７番（横山久仁雄君）

したいのですが、今、上下水道課の移転とい

うことで言われましたけれども、これはほか

にも庁舎から、例えば、図書館に行っている

中心市街地活性化の関係だとか、あるいは教

育委員会だとか行っているわけです。そう

いった意味では、この上下水道課を戻すとい

ういろいろな兼ね合いがあったと思うのです

けれども、上下水道課を本庁舎の方に戻すそ

のことを否定するつもりはないですけれど

も、それを選択をしていった考え方をお聞き

しておきたいと思います。

御答弁願います。○議長（中元優君）

総務部長下口信彦君。

考え方でござい○総務部長（下口信彦君）

ますが、やはり上下水道につきましては住民

直結の行政の一部ということで、いろいろと

改築する段階で移転をさせていただきまし

た。

納付ですとかということで、いろいろと住

民の方々から不便等について私の方に入って

きたということも含めまして、今回、上下水

道課を本庁の方に入れて住民に直結する一元

化といいますか、そういう中でさせていただ

きたいということで本庁に戻してきたという

ことでございます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

７番横山久仁雄君。

今まで庁舎の関係○７番（横山久仁雄君）
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でいうと、ワンストップの行政をということ

を目指してきたのですよね。そういう関係か

らいうと、将来的に、例えば先ほど言いまし

た中心市街地の再開発の関係で、図書館に現

在行っている部分については将来戻すという

か、それも本庁舎の中に考案をしていくのだ

という考え方が片一方ではあるのかなと。ワ

ンストップというのは一体どうなってしまう

のかなという部分もあわせて、お聞きしたい

と思います。

御答弁願います。○議長（中元優君）

総務部長下口信彦君。

私どもの庁舎は○総務部長（下口信彦君）

御存じのとおり、２階の大広間の関係で、か

なりたわみが生じているということで、たわ

みの生じないような形で改修させていただき

ました。

それと同時に、これにつきましてはやはり

たわみということは防げれないということ

で、ある程度加重を少なくするということで

今のとおりになってございまして、それ以外

のスペースにつきましては必要最小限考えた

のですが、今の状況しかあり得ないという考

え方でおります。

それと同時に、中心市街地につきまして

は、２０年を目途としてかなり事業が縮小さ

れるのではという考え方をしてございますの

で、以後につきましては、何人かの中でとい

う考え方もございますが、本庁に入るかどう

かについては今後検討させていただきたい

と、このように思っているところでございま

す。

よろしいですか。○議長（中元優君）

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、次○議長（中元優君）

に移ります。

６款農林業費、７款商工費、８款土木費ま

で、２６ページより、２９ページの中段まで

を行います。

質疑ございませんか。

３番宮田均君。

７款商工費のうちの１○３番（宮田均君）

０５番、はるにれフーズパークの案内板移転

事業費、看板撤去委託料、これの理由と、そ

れから今後の看板の設置、周知どのようにな

されて、どう変わるのかをお聞かせ願いたい

と思います。

御答弁願います。○議長（中元優君）

商工観光室長高山和也君。

宮田議員の○商工観光室長（高山和也君）

質問にお答えいたします。

はるにれフーズパークの案内板の移転撤去

事業につきましては、看板の撤去委託費とい

たしまして１１万円を計上いたしました。

この関係につきましては、高規格道路関連

の道道北の峰線のはるにれフーズパークの案

内板が障害になるとのことから、移転をする

ものであります。

この関係については、工業団地の案内板と

いう位置づけからなっておりますので、チー

ズ工房、あるいは観光関連についてとは別の

工業団地の案内板という位置づけをしており

ますので、当面の間は、今年度は撤去のみと

いうことにしておきたいと思います。

さらに、道道が切りかわった段階でどのよ

うな案内板が必要なのかを検討した上で、今

後、その手法については考えていきたいと、

このように考えております。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

ほかにございませんか。

１０番上田勉君。

４点についてお伺い○１０番（上田勉君）

します。

まず、８款土木費、都市計画費の都市計画

変更事業についてでありますけれども、まず

１点目、変更を目的とする理由をお聞かせい

ただきます。

それから、２番目に、変更するという、取

り組もうという内容についてのものは、市独

自の判断で今行おうとするのか、それとも、

関係機関からのかかわりがあって、この事業

に着手するのか、２点目。
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それから３点目、都市計画の変更事業期間

は、いつごろをめどとしているのかが３点

目。

それから、４点目ですけれども、対象区域

はどの地域を対象としているのかを４点につ

いてお伺いします。

御答弁願います。○議長（中元優君）

建設水道部長里博美君。

上田議員の質○建設水道部長（里博美君）

問にお答えさせていただきます。

まず、１点目の計画の目的は何だというこ

とでございますけれども、この都市計画区域

の指定につきましては、平成６年で最終して

ございます。現在で約１２年間経過している

という中で、まず１点目につきましては、用

途の都市計画マスタープラン整備開発及び保

全の方針の基本に基づきまして、用途の見直

しを行いたいというのが１点目でございま

す。

それから、用途指定のない、白地について

もあわせて変更していきたいと考えてござい

ます。

それから、取り組みの方法でございますけ

れども、今回予算に上げさせていただきまし

たように、委託という形になってございま

す。この用途、あるいは見直しにつきまして

は、既存の現況調査及び補足調査をしまし

て、土地利用の方針をいただきながら策定に

向けていきたいというのが取り組みの姿勢で

ございます。

それから、変更の期間ということは、一

応、今回継続費で予算を上げてございますの

で、平成１８年から２０年の春をめどにして

ございます。

それから、対象地域ですが、とりあえず

今、平成６年に指定した地域の中でＪＲの跡

地、これは明らかに指定用としては準工業地

域でございます。それから北斗町、これにつ

いては、指定の現況は工業団地ということ

で、現況と明らかに違うというのが１点でご

ざいます。それから、その他の地域につきま

しても、補足調査したことを踏まえまして、

明らかに土地利用の変動が見えたところは見

直しをあわせて行っていきたいということで

ございます。

先ほど言いましたように、市の考え方かと

いうことになりますけれども、一応、委託を

かけて動向を見た中で、都市審議会の中で諮

問をしてまいりまして、一応それから地域の

説明をしまして、最終的に道と調整をしなが

ら意見をいただきながら地域の地区の決定を

してまいりたいと考えてございます。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

１０番上田勉君。

まず１点目。もう一○１０番（上田勉君）

度、確認もひっくるめてお伺いをしますけれ

ども、対象区間、いろいろ今その地域のこう

いう面も出てきましたけれども、私が聞いて

いるのは、対象とする区間は都市計画区域の

全部を対象とするのか、それとも、部分的な

ことを対象として考えているのか、そこをま

ず明確に、もう一度ちょっとお伺いしておき

ます。

それから、ちょっと今、不透明だったなと

いう判断になりましたのでもう１回確認しま

すけれども、この用途地域、変更を取り上げ

ようとする目的についてですけれども、これ

は富良野市独自でそういう考えに至ったの

か、それとも、道だとか国だとか、そうした

関係機関の内容のつながりでもあってこれを

取り上げようとしたのか、これをもう一度確

認させていただきたいと思います。

それから、次に、もう一度お伺いしますけ

れども、平成６年に見直しをして以来という

ことで、今、その見直しが必要な時期に到来

したということで、そのことについてはよく

理解をしたわけでありますが、特にその見直

しを変更をしなければならないという主とし

て具体的に今こういう現状に変化してきてい

ると、したがって、こういう部分については

主として、やはり特にチェックしながら検討

を加えなければならないのだと、そういう部

分でもありましたら、お伺いをしておきたい
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と思います。

以上です。

御答弁願います。○議長（中元優君）

建設水道部長里博美君。

基本的に見直○建設水道部長（里博美君）

しの全部なのかと、都市計画区域全域を考え

ているのかという質問かと思いますけれど

も、今回は用途区域及び白地地域、都市計画

区域内の全体を含めまして整理をしていきた

いというのが１点でございます。

それから、２点目の道の指導に基づいて

やっているのかという質問でございますけれ

ども、この用途の指定につきましては、平成

６年に現用途を指定してございます。その

間、１２年間経過してございます。それが土

地利用について現在明らかに違う動向が見ら

れますので、誤聞について独自判断しなが

ら、最終的には道と協議しながら指定をして

いきたいと考えてございます。

それから３点目、具体的にどの場所かとい

う部分になりますけれども、一つの例をとり

ますとＪＲの跡地、これが準工業団地でござ

いました。現在、センター病院がそちらに移

転されると、明らかに準工業団地として指定

するわけにいきませんので、そういう部分に

ついては、今の用途の見直しをしていきたい

と考えてございます。

その中で、委託の中で現況調査と補足調査

をしながら、最終的にどの地区、先ほど言い

ましたけれども、全地区を見るという言い方

をしたかもしれませんけれども、最終的に、

住宅地域はそのままだということもあるで

しょうし、見直さなければならない部分も出

てくると思います。それを、地区を限定して

最終的に変更をしていきたいと考えてござい

ます。

以上でございます。

１０番上田勉君。○議長（中元優君）

今、ちょっと予算の○１０番（上田勉君）

部分から、予算の範囲とちょっと不透明かな

という感じもしますけれども、今、部長の方

から出ましたのでお伺いをしておきますけれ

ども、協会病院の建設地そのものは準工業地

域である。今、部長から伺ったところであり

ますけれども、それは本来はもう協会病院の

移転が計画されたときに既に都市計画の窓口

としていち早く処理すべき場所であったので

はないかと、そのように思っております。

過ぎたことは仕方がないとしても、そもそ

も、もちろん用途地域としては建設できない

場所ではないけれども、病院が準工業地域に

適正な地域ではないということぐらいは建築

指導課は富良野市の中に専門の部署があるわ

けですから、それぐらいの判断がつかなかっ

たということはないと、こういう行き届かな

い行政の取り組み方は指摘せざるを得ないわ

けで、今後そういうことについて、十分注意

すべき課題だと思いますから、考え方をお伺

いします。

あとは、その都市計画の今後の変更、取り

組みについて部長の説明は十分理解をしてお

りますけれども、あくまでも用途地域、都市

計画変更なんかにつきましては、都市計画法

の中でも国土、土地の利用、そうしたことに

つきましては、いろいろ調べてみますと、あ

くまでも用途地域の変更というような都市計

画の問題につきましても、農林業との整合性

の問題であるとか、環境保全、それから機能

の向上を目的としていることが用途地域を引

いている一番の目的だということは、これは

法律ができた当時から変わっていないわけで

して、十分広い視野から検討を加えた都市計

画のやはり見直し、用途地域の見直しを検討

すべきと私はそう思いますので、あわせてそ

こら辺のことについてもちょっとお伺いをし

ておきます。

以上です。

御答弁願います。○議長（中元優君）

建設水道部長里博美君。

用途地域、適○建設水道部長（里博美君）

正な見直しをきちっとやるべきものではない

だろうかということでの御質問かと思います

けれども、現在、私どもの方につきまして

は、農地、農業地の地域もあわせて平行して
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見直しをやってございます。それの整合性を

とりながら、土地利用がどうあるべきかを検

討しながら、私どもは今後進めてまいりたい

と考えてございます。

以上でございます。

ほかにございません○議長（中元優君）

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、次○議長（中元優君）

に移ります。

１０款教育費、２８ページの下段より、３

３ページの中段までを行います。

質疑ございませんか。

３番宮田均君。

３目、教育振興費、２○３番（宮田均君）

４０樹海小学校開校事業費、この中で教育委

員会さんの地元への心配り、そういうのが非

常にわかるわけなのですけれども、樹海小学

校開校事業費の中で、樹海西小学校、それか

ら東小学校の両校を、この内容でいきます

と、廃校して新しい学校にしてそちらに行っ

たという、内容的にはわかるのですけれど

も、そこの経緯を、二つを廃校にして一つに

したというそこら辺の内容をちょっとお聞か

せ願いたいと思います。

御答弁願います。○議長（中元優君）

教育部長杉浦重信君。

宮田議員の今回○教育部長（杉浦重信君）

の統合に至った経緯、そして、どのような形

で校名、校舎の形が決まったのかということ

だろうと思いますけれども、ことしの３月に

両校の統合に向けました学校統合整備委員

会、これは両校、両地区のＰＴＡ、学校の先

生方も入っていますけれども、委員会が発足

をしたところでございます。

その中で、樹海西小学校の校舎を活用する

と、そして、新しい学校の名称を樹海小学校

にするということが決定されたところでござ

います。

子供たちの教育的な環境を熟慮していただ

いて、統合へと御英断をいただいたという、

学校統合整備委員会の意思を尊重いたしまし

て樹海小学校という校名になったということ

でございます。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

３番宮田均君。

もう少し内容的なこと○３番（宮田均君）

に触れていただきたいなという説明の中身な

のですけれども。

内容というのは、話し合って樹海小学校と

いう新しい学校にというか、一つに統合して

ということのそこら辺のちょっと詳しいこと

を、どうしてそう至ったのかという詳しいこ

とを聞かないとわかりにくいかと思ったので

すから、もうちょっと説明いただけないで

しょうか。

御答弁願います。○議長（中元優君）

教育部長杉浦重信君。

宮田議員の再質○教育部長（杉浦重信君）

問にお答えをさせていただきます。

校名、樹海西、樹海東小学校の校名でござ

いますけれども、西、東の片方だけが残ると

いうことにはならないということで、やはり

樹海中、樹海小という形で地区の小学校１

校、中学校１校ということになりますので、

どちらかの校名だけを残すことはできません

ので、そういう形で整理がされたということ

です。

これは、東山地区の昨年１１月要望書にも

そのような方向性が示されていたということ

でございます。

以上でございます。

３番宮田均君。○議長（中元優君）

山部の例えば第一小学○３番（宮田均君）

校の場合でしたら、生徒数にしても、少なく

てもまだ地元と協議しているという形がござ

います。そういう中で、そういうふうに至っ

た経緯を含めて、もうちょっとわかりやすく

説明していただきたいなという話を、ちょっ

と済みません。

答弁願います。○議長（中元優君）

教育長宇佐見正光君。

宮田議員の再々○教育長（宇佐見正光君）
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質問にお答えをさせていただきます。

東山の学校再編の経緯ということでござい

ます。これまでも学校の教育施設のことにつ

きましては、地域の皆さん方が愛情を持って

子供たちをはぐくみ、大切な思い出づくりと

いうことで歩んできたと思っております。

そのような中で、少子化の中で、今後とも

年を追うごとにますます減少する傾向にある

という中で、平成１７年１１月４日に東山地

域連絡協議会から東山学校統合の要望を受け

たところでございます。

そういう経過の中で、同年１１月２２日に

教育委員会を開催いたしまして、統合に向け

地域の皆さん方と協議を進めるということ

で、教育委員会の議決をいただいたところで

ございます。

そういう中で、この意見を踏まえて、あく

までも地元の皆さん方と協議、意見を尊重し

た中で、教育活動に支障のないように、児

童、保護者、地域の皆さん方と取り組みを進

めてきたということでございます。

そのような中で、今、部長の方から御説明

した経過でございますけれども、３月２７日

の日に学校統合整備委員会で統合後の学校施

設を樹海西小学校、新学校名を樹海小学校と

決めさせていただきまして、そして樹海東小

学校の跡地の利活用、これにつきましても地

域の方々とともに協議をしながら検討を進め

ていこうと、こういう形で同意をいただいた

ところでございますので、そのような中で今

日に至っているということでございますので

御理解をいただきたいと思います。

以上でございます。

ほかにございません○議長（中元優君）

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、次○議長（中元優君）

に移ります。

１２款給与費、１４款災害復旧費、３２

ページの中段より、３３ページの下段までを

行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、歳○議長（中元優君）

出を終わります。

次に、歳入及び第２条継続費の補正、第３

条地方債の補正を行います。

６ページ、７ページ及び１２ページから１

９ページまでを行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終了いたします。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第２

議案第２号 平成１８年度富良野市

国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）

────────────────────

日程第２ 議案第２号○議長（中元優君）

平成１８年度富良野市国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑は、本件全体について行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。
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────────────────────

日程第３

議案第３号 平成１８年度富良野市

介護保険特別会計補正予算（第１

号）

────────────────────

日程第３ 議案第３号○議長（中元優君）

平成１８年度富良野市介護保険特別会計補正

予算を議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑は、本件全体について行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第４

議案第４号 平成１８年度富良野市

老人保健特別会計補正予算（第２

号）

────────────────────

日程第４ 議案第４号○議長（中元優君）

平成１８年度富良野市老人保健特別会計補正

予算を議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑は、本件全体について行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第５

議案第５号 平成１８年度富良野市

水道事業会計補正予算（第１号）

────────────────────

日程第５ 議案第５号○議長（中元優君）

平成１８年度富良野市水道事業会計補正予算

を議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑は、本件全体について行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第６

議案第６号 富良野看護専門学校学

生寮条例の全部改正について

────────────────────

日程第６ 議案第６号○議長（中元優君）

富良野看護専門学校学生寮条例の全部改正に

ついてを議題といたします。

お諮りいたします。

本件は、さきの議会運営委員長報告のとお

り精査を要しますので、市民福祉委員会に付

託の上、閉会中継続審査といたしたいと存じ

ます。

これに、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）
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す。

よって、本件は、ただいまお諮りのとお

り、市民福祉委員会に付託することに決しま

した。

────────────────────

日程第７

議案第７号 公益法人等への富良野

市職員の派遣等に関する条例の一部

改正について

────────────────────

日程第７ 議案第７号○議長（中元優君）

公益法人等への富良野市職員の派遣等に関す

る条例の一部改正についてを議題といたしま

す。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第８

議案第８号 富良野市議会の議員そ

の他非常勤の職員の公務災害補償等

に関する条例の一部改正について

────────────────────

日程第８ 議案第８号○議長（中元優君）

富良野市議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例の一部改正につい

てを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第９

議案第９号 富良野市手数料条例の

一部改正について

────────────────────

日程第９ 議案第９号○議長（中元優君）

富良野市手数料条例の一部改正についてを議

題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第１０

議案第１０号 富良野市老人医療費

の助成に関する条例の一部改正につ

いて

────────────────────

日程第１０ 議案第１○議長（中元優君）

０号富良野市老人医療費の助成に関する条例

の一部改正についてを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）



― 158 ―

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第１１

議案第１１号 富良野市乳幼児医療

費の助成に関する条例の一部改正に

ついて

────────────────────

日程第１１ 議案第１○議長（中元優君）

１号富良野市乳幼児医療費の助成に関する条

例の一部改正についてを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第１２

議案第１２号 富良野市重度心身障

害者及びひとり親家庭等の医療費の

助成に関する条例の一部改正につい

て

────────────────────

日程第１２ 議案第１○議長（中元優君）

２号富良野市重度心身障害者及びひとり親家

庭等の医療費の助成に関する条例の一部改正

についてを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第１３

議案第１３号 富良野市看護職員養

成修学資金貸付条例の一部改正につ

いて

────────────────────

日程第１３ 議案第１○議長（中元優君）

３号富良野市看護職員養成修学資金貸付条例

の一部改正についてを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

２番佐々木優君。

医師不足が大変大き○２番（佐々木優君）

な問題になっておりますけれども、それと同

じように、看護師に対しても同じような状況

になると僕は思っているのですけれども、提

案の説明について少し詳しくお話をお願いい

たします。

御答弁願います。○議長（中元優君）

保健福祉部長高野知一君。

修学資金の○保健福祉部長（高野知一君）

内容について少し詳しくということでござい

ますので、説明申し上げたいと思います。

本修学資金は、保健師、助産師、看護師を

養成する学校、または養成所に在学する者

で、将来富良野市内の医療機関、または保健

福祉施設において看護職員の業務に従事しよ

うとする者に対しまして、その修学に必要な

資金を貸し付けし、もって優秀な看護職員を
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育成するとともに、その確保を図るというこ

とを目的として始めた制度でございます。

この制度を初めましてから８年経過をいた

しました。制度を活用した学生は、実人員に

いたしまして８１名ございます。現在、在学

中を除いた貸付者は６１名で、貸し付けを受

けた期間のいわゆる義務完了者は２８名ござ

います。現在、修業の履行中の方が１７名、

２８名と１７名、合わせますと４５名になっ

てございます。総体的な割合を示しますと、

７３.７％というような状況になってござい

ます。

また、加えまして市内の正看護師の状況で

すが、この８年間に５９名ふえてございま

す。正看護師と準看護師の比率が８.９％増

してございまして、制度の目的でございます

看護職員、とりわけ正看護師の充足がこの間

図られてきていると、このような状況でござ

います。

こうした背景には、市内の病院が貸付制度

を開始したこと、また、あるいは各病院がそ

れぞれに看護職員の確保充実に向けて懸命に

努力をされていると、こういうようなことが

あるかなと思います。

このように、看護職員の充足は制度の問題

も含めまして各種の取り組みと相まって着実

に推進されていると、このように思っている

次第でございまして、制度の目的が一定の成

果を上げて、その役割は果たしているのかな

と、このように思っている次第です。

しかし、地域医療の充実に向けた充足の課

題、あるいは結婚だとか退職、転勤等によっ

て看護職員の不足を生じているということも

ございますので、一定の成果を上げているも

のの、あるいは役割を果たしているものの、

制度の継続は必要であるという認識をしてご

ざいます。

したがいまして、このようなことも含めま

して、全体的で制度の見直しをしようという

ことで一部貸付金の中身についても検討させ

ていただいたところでございます。

修学資金、他の機関におきましても活用制

度ができる制度がふえておりますし、本制度

を活用する学生が実は減少している傾向とい

うことにございます。

また、この間の資金の使途を見てみます

と、家賃に充当されていると、こういう状況

もございました。制度開設当時、非常にア

パート、マンション等が少なくて、なかなか

確保ができないと、確保できても家賃が高

かったと、このようなこともございまして、

学生にとっては負担になった部分があるのか

なと、このようなことで思っていますが、現

在は、逆に低廉な家賃も確保できると、こう

いうような状況もございます。

そういったことも含めまして、総合的な見

地で見直しをしたところでございます。ま

た、応募する学生の中には、生活に困窮をす

るいう世帯もございますので、こうした学生

のことも十分に配慮いたしまして４万円を２

万円にしたと、こういう背景にございますの

で、御理解を賜ればと思います。

以上でございます。

よろしいですか。○議長（中元優君）

２番佐々木優君。

今の答弁でよくわか○２番（佐々木優君）

りましたけれども、言っていることはわかり

ました。効果があった、継続しなければなら

ないという、その重要性も御存じだというこ

とです。

ただ、総合的に判断をすると、４万円が２

万円という、この最後だけは承伏できないわ

けですけれども、先ほど言ったとおり、医師

と同じように、理事者側の認識も同じなので

しょうけれども、今、患者に対する看護師の

割合ということで都会の大きな病院に、医師

もそうですけれども、看護師もそのような方

向に集中するという傾向がこれからどんどん

進むというように聞いております。

そうすると、なおさらこの富良野において

看護師が少なくなるという要因が生まれてく

るわけで、それをなくすためにも、これは後

になって今はお医者さんがいないから大変

だ、大変だと言っている以前に、そういう仕
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組みにならないように今のうちにしっかりと

しておかなければならないと思うのです。

だから、４万円ができることならもっと大

きなお金にするべきなのでしょうけれども、

総合的に考えてそうはならないでしょうか

ら、せめて継続しなければならないと思いま

す。

４万円が２万円になることによっての利用

者の減ということは必ず起きると思うのです

けれども、その辺に関しての御意見を伺いま

す。

御答弁願います。○議長（中元優君）

保健福祉部長高野知一君。

減額したこ○保健福祉部長（高野知一君）

とによって利用者がどうなるのかという懸念

でございますけれども、確かにそのようなこ

とは考えるかなと思いますが、今、この間の

状況を見ますと、額的な課題はありますけれ

ども、この修学資金を借りたいという希望者

の方がいることについては事実でございま

す。

加えまして、その貸し付けを受けたことに

よって市内で働くということについても、貸

し付けを受ける学生の方々については十分理

解をしているかなと、このように思っており

ます。

したがいまして、先ほど言ったように、本

来であれば額を上げてもっともっと充足とい

うことも含めて考えられるわけなのですが、

充足率の問題も含めてこの間いい状態にはあ

るのですが、これも含めて継続をしながら充

足を待つ、さらに図っていきたいということ

で、額にこだわらずしていきたいなと、この

ように思っている次第でございます。

以上です。

よろしいですか。○議長（中元優君）

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

御異議がございますの○議長（中元優君）

で、起立により採決をいたします。

本件について、原案のとおり賛成の諸君の

起立を求めます。

ここで、１０分間休憩いたします。

───────────────

午前１０時５２分 休憩

午前１１時４０分 開議

───────────────

休憩前に引き続き、会○議長（中元優君）

議を開きます。

休憩前の議事を続行いたします。

先ほど、採決の文章を申し上げましたが、

再度申し上げたいと思います。

議案第１３号、本件について、原案のとお

り賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。○議長（中元優君）

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

────────────────────

日程第１４

議案第１４号 富良野市国民健康保

険条例の一部改正について

────────────────────

日程第１４ 議案第１○議長（中元優君）

４号富良野市国民健康保険条例の一部改正に

ついてを議題といたします。

これより、本件の質疑を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま
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した。

────────────────────

日程第１５

議案第１９号 富良野市議会議員定

数条例の一部改正について

────────────────────

日程第１５ 議案第１○議長（中元優君）

９号富良野市議会議員定数条例の一部改正に

ついてを議題といたします。

提案者の説明を求めます。

１７番北猛俊君。

－登壇－○１７番（北猛俊君）

議案第１９号富良野市議会議員定数条例の

一部を改正する条例の提案について御説明を

申し上げます。

議案第１９号富良野市議会議員定数条例の

一部改正につきましては、本定例会初日の議

会改革特別委員会報告で提起されました議員

定数の改正を行うため、横山久仁雄議員を初

め６名の諸君の賛同を得まして、地方自治法

第１１２条及び富良野市議会会議規則第１３

条の規定に基づき提案をするものでありま

す。

本件につきましては、これまで議会改革の

検討課題として１０回を超える委員会の開催

と、各会派政党持ち帰り協議などにより、あ

らゆる角度から議論と検討、分析が行われて

おります。

議員定数を議題として取り上げる入り口の

議論では、削減の意識を概念として持つので

はなく、真に富良野市議会としてふさわしい

議員数という観点を共通の理念として持つこ

とで始まり、この後、道内各市における一般

会計における議会費の割合や議員数の状況、

これまでの議員定数の変遷や議員数に対する

市民の割合、議員報酬の状況、市民の議会に

対する声などのほか、実数の議論では、改正

による常任委員会の委員数や、議会運営委員

会、一部事務組合議会などへの影響など、

今、議会として置かれている環境や世論につ

いての熱い議論と数度に及ぶ会派政党内協議

を経て、結果として全会派政党による議員定

数の意見の一致をみたところであります。

その結論につきましては、本市の社会情

勢、とりわけ少子高齢化、人口の減少、厳し

い地域経済の状況、住民意向に削減の声が強

いこと、３常任委員会の構成を維持し得るこ

と、地方分権にあっても住民の代表機関とし

ての機能を発揮し得る体制であること、そし

て、本市が取り組む行財政改革を一層推進す

るため、議会としてみずから改革を率先する

立場にあることなどの判断に立ち、議員数を

１８名とすることで合意をみております。

こうした議会改革特別委員会の議員定数に

かかわる結審を受け、富良野市議会議員定数

条例の本則中、２０人を１８人に改正し、明

年度の一般選挙から適応しようとするもので

あります。

議員各位におかれましては、よろしく御審

議の上、御賛同を賜りますようお願い申し上

げて提案説明とさせていただきます。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

３番宮田均君。

１点目に、地方自治法○３番（宮田均君）

の９１条の第２項の議員定数の上限２６人の

定数となっております。これは、紛れもなく

地域が地域の市民の声をいかに市政に反映し

ていくかというようなことで、私は、今の定

数以上に、財政面の中で言えば、議員の報酬

を下げてでも定数は減らすべきではないとい

うことで、１点目の質問させていただきま

す。

２点目、議員の個人活動はこれはもちろん

やらなければいけない最も仕事ですが、議会

として市民の声を聞くシステムづくりが議会

改革として先にやられなければならないこと

ではないかと思いますが、２点目お聞かせ願

いたいと思います。

それから、３点目に、市長も上げておりま

したが合併ではなく広域。広域を視野に入れ

てこの議会のこれからの定数などをリーダー

シップ的な富良野市が考えていくのであれ
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ば、やはり地方の議会定数削減が９０％以上

だというようなことを聞いておりますが、自

治体の独自性というのはやはり自治体でつ

くっていくものだと。占冠の議員報酬、ある

いは、南富の報酬、中富良野の報酬、上富良

野の報酬なども考慮に入れながら、財政的な

面なのか、そして今後の市民の声をどう聞い

ていくか、広域的に聞いていくかという面で

も、この定数は多い方がいいのではないかと

３点目にお聞きをして、３点の質問をさせて

いただきます。

御答弁願います。○議長（中元優君）

１７番北猛俊君。

－登壇－○１７番（北猛俊君）

宮田議員の質問にお答えをさせていただき

ます。

１点目でありますけれども、定数を下げる

ことなく報酬を下げて今の定数を維持すべき

ではなかったという質問であったと思います

ので、そのことにお答えをさせていただきま

す。

特別委員会の中でもこの報酬の関係につい

ては協議をしたところであります。その中で

出ました内容について少しお話をさせていた

だきますけれども、議会議員にはどういう立

場の人がなるべきなんだろうかというところ

の議論経過から、報酬にもかかわりが出てく

るわけでありますけれども、やはり市民を代

表する議員でありますから、多様な方々がこ

この議会に出ていただける環境を我々が配慮

すべきであろうという見解がまず１点ござい

ました。

その中で、報酬を下げるということになる

わけでありますけれども、選挙については

今、公費の負担もかなりいただいているわけ

でありますけれども、やはり生活をする方々

の中には、いろいろな環境で金銭面も含めて

この議会に出づらいというところもあるで

しょうし、さらにまた、報酬を下げるという

ことで議会活動を制限するという形にもなろ

うかと思います。

話を元に戻しますけれども、そういった意

味で、経済的な負担を極力抑えながら、多様

な方々がこの議会に出ていただける環境を維

持すべきではないかというところから、報酬

についてはやはり現状維持が適当であろうと

いう結論に達したところであります。

そうした中で、先ほど自治法の話も少しさ

れておりましたけれども、私も地方自治法に

ついて少しお話をさせていただきますと、地

方自治法の２条１４項、地方公共団体はその

事務を処理するに当たっては、住民の福祉の

増進に努めるとともに、最小の経費で最大の

効果を上げるようにしなければならない、ま

た１５項、地方公共団体は常にその組織及び

運営の合理化に努めるとともに、他の地方公

共団体に協力を求めその規模の適正化を図ら

なければならないとされております。そう

いった中で、唯一こういった適正化、そして

最小の経費で最大の効果を上げられる体制と

して先ほども提案の中で説明をさせていただ

きましたけれども、いろいろなことに配慮を

させていただいて、議員定数を２名減じるこ

とが妥当ではないかという結論に達しており

ますので、そのように御理解をいただきたい

と思います。

それと、民意を反映するシステムづくりが

議会改革の最も優先されるべきではないかと

いうお話でありました。全くそのとおりであ

ると思います。これも、特別委員会の報告の

中でもさせていただいておりますけれども、

この後、今以上に議会の改革が求められてお

りますし、そしてまた市民に対する説明責任

も求められるということでありますから、よ

り市民に身近な議会となるべく意見徴収を含

めて、新たなシステムづくりに努力をしてい

きたいと考えるところであります。

この考えにつきましては、特別委員会の報

告でも述べさせていただきましたけれども、

特別委員会を構成する委員すべての思いであ

りますし、そしてまた全議員共通の認識を

持って、この後、議会改革に努めていただけ

ればと思っておりますので、宮田議員にも協

力をよろしくお願いいたします。
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それと、広域のリーダーシップということ

でお話をいただきましたけれども、これにつ

きましては、合併の議論もこの中でさせてい

ただいた経過があります。これは、市町村合

併がいいか悪いかということではなしに、富

良野市の圏域がこの後どういう自治体構成に

なっていくかというところで、合併も考慮さ

れるべきではないかというような話もあった

わけでありますけれども、今、その方向性が

見えない段階で、広域の中で議員定数を考え

る段階にはないだろうと。今、現状の富良野

市議会の形の中で最善の方向ということで検

討させていただきましたので、そのように御

理解をいただきたいと思います。

以上です。

質問ございますか。○議長（中元優君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

御異議がございますの○議長（中元優君）

で、起立により採決をいたします。

本件について、原案のとおり賛成の諸君の

起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。○議長（中元優君）

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

ここで、１時まで休憩をいたします。

───────────────

午前１１時５５分 休憩

午後 １時０２分 開議

───────────────

午前中に引き続き、会○議長（中元優君）

議を開きます。

午前中の議事を続行いたします。

────────────────────

日程第１６

意見案第１号 療養病床の廃止・削

減の中止等を求める意見書

────────────────────

日程第１６ 意見案第○議長（中元優君）

１号療養病床の廃止・削減の中止等を求める

意見書を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

７番横山久仁雄君。

－登壇－○７番（横山久仁雄君）

意見案第１号療養病床の廃止・削減の中止

等を求める意見書は、日里雅至議員外５名の

議員の賛同を得て提出するものであります。

内容につきましては、読み上げて説明にか

えたいと思います。

政府は６月１４日、国会で「医療制度改革

関連法」を成立させ、全国にある３８万床の

療養病床を１５万床へと大幅に削減する療養

病床の再編計画を決めた。

その結果、北海道では、全国で一番多い介

護保険適用の療養病床約９,０００床が廃止

され、医療保険適用の療養病床約２万床も大

幅に削減され、現在、全国では、医療保険及

び介護保険の療養病床は満床の上、特別養護

老人ホームの待機者は３４万人もいる。

このような状況下、入院医療と介護施設の

実態を無視し、受け皿の整備もないままに強

行しようとしている療養病床の削減・廃止

は、医療や介護を必要とする患者から治療す

る機会を奪い、医療・介護難民を生み出すこ

とは明らかであり、過疎・広域・寒冷という

北海道特有の地域事情を全く無視した、地方

切り捨ての政策である。

ついては、下記の事項を強く要望する。

一つ、療養病床の削減計画の中止を求め

る。

二つ、地域住民が安心して暮らせるよう、

介護保険事業計画を見直し、医療、介護、福

祉制度や施設等の基盤を充実させること。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出するものであります。

議員各位の慎重な御審議をいただき、よろ

しく御賛同賜りますようお願いを申し上げ、

提案にかえさせていただきます。
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これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第１７

意見案第２号 各国の食料主権を保

障するＷＴＯ農業交渉を求める意見

書

────────────────────

日程第１７ 意見案第○議長（中元優君）

２号各国の食料主権を保障するＷＴＯ農業交

渉を求める意見書を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

２番佐々木優君。

－登壇－○２番（佐々木優君）

意見案第２号各国の食料主権を保障するＷ

ＴＯ農業交渉を求める意見書につきまして

は、日里雅至議員外５名の皆さんの賛同を得

て提出いたします。

世界貿易機関交渉は、主要国・地域の閣僚

会合が決裂し、数年間の凍結が必至と言われ

ております。主な要因は、各国の条件の違い

を無視して、農業に全面的な自由化を迫るや

り方そのものに無理があることを改めて示し

ているものとなっております。

ＷＴＯ発足後１０年、アメリカなど輸入大

国と多国籍企業が大きな利益を得る一方、輸

入国や途上国は深刻な打撃を受けています。

輸出大国を含め、中小農民は窮地に陥り、途

上国の多くで食料受給率が低下した。日本で

も米を含め、農産物輸入が急増し、農業と農

家が深刻な打撃を受けています。多くの農畜

産物の食料自給率は一層低下しています。

日本政府は、アメリカの極端な自由化政策

を拒否し、多様な農業の共存を訴えてきた

が、それは貿易拡大最優先のＷＴＯの枠組み

では実現不可能である。それを真に保障する

のは、各国の条件に応じた食料農業政策を自

主的に決定できる権利、食料主権の確立しか

あり得ない。食料主権確立の考え方は、ＷＴ

Ｏに抗議する世界の人々の戦いの中で広が

り、世界的な流れになっています。

２１世紀の世界は、人口の増加や地球環境

の制約から食料受給の逼迫が懸念されてお

り、各国の条件を踏まえた持続可能な農業生

産の発展が不可欠です。貿易ルールをそれに

ふさわしいものにすべき時代を迎えておりま

す。

よって、政府は真に多様な農業の共存を実

現するために、ＷＴＯ交渉の場でも、各国の

条件を踏まえた持続可能な農業生産の発展を

保障する食料主権の保障、確立を求める立場

で明確な主張を行うべきであると思います。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提案いたします。御賛同いただ

けますように、よろしくお願いいたします。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ以上で、本件○議長（中元優君）

の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────
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日程第１８

意見案第３号 季節労働者の「特例

一時金」現行維持および通年雇用の

促進に関する意見書

────────────────────

日程第１８ 意見案第○議長（中元優君）

３号季節労働者の「特例一時金」現行維持お

よび通年雇用の促進に関する意見書を議題と

いたします。

提案者の説明を求めます。

７番横山久仁雄君。

－登壇－○７番（横山久仁雄君）

意見案第３号季節労働者の「特例一時金」

現行維持および通年雇用の促進に関する意見

書は、会議規則第１３条の規定により、菊地

敏紀議員外５名の議員の賛同を得て提出する

ものであります。

積雪寒冷という北海道特有の気象条件に

あって、冬期に失業を余儀なくされている季

節労働者は、今なお１３万５,０００人を数

えております。季節労働者の雇用の安定及び

通年雇用促進のための対策を、今、北海道全

体として進めつつあります。

現在、行政改革の一環として、雇用保険制

度の見直しが労働政策審議会において議論さ

れております。その中では、季節労働者の特

例一時金については、これの廃止が検討をさ

れております。

いまだ多くの季節労働者が存在している北

海道の実情からも、多くの季節労働者の生活

をより不安にするばかりでなく、事業主を初

め地域経済の大きな影響が懸念をされるとこ

ろであります。

よって、以下のことを求め、意見書を提出

するものであります。

一つ、季節労働者の特例一時金存続及び現

行制度の維持。

二つ、通年雇用に移行できない労働者に対

する新たな冬期雇用の確保。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出するものであります。

議員各位の慎重な御審議をいただき、御賛

同賜りますよう、よろしくお願いを申し上げ

ます。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第１９

意見案第４号 品目横断的経営安定

対策の見直しに関する意見書

────────────────────

日程第１９ 意見案第○議長（中元優君）

４号品目横断的経営安定対策の見直しに関す

る意見書を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

２番佐々木優君。

－登壇－○２番（佐々木優君）

意見案第４号品目横断的経営安定対策の見

直しに関する意見書につきましては、東海林

孝司議員外４名の皆さんの賛同を得て提出い

たします。

２００７年度から戦後農政を根本から変え

る農政改革が実施されます。その柱は、今ま

でのすべての農家を対象にした価格保障を廃

止し、ごく一部の大きな農家や集落営農だけ

を担い手に限定し、直接支払いを行うもので

あります。これは、戦後確立された作物ごと

に価格保障で、家族農家を支えるという農政

を根本から後退させるものです。

このため、この農政改革が北海道のための

品目横断対策と宣伝されたにもかかわらず、
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６月６日旭川で開催された参院農水委の公聴

会では批判が続出し、参加した国会議員が驚

く事態となった。６月８日に参考人質疑で

も、学者、研究者などから手厳しい批判が展

開されました。

こうして、６月１３日の参院農水委は与党

議員からも問題を指摘する声も上がり、農水

大臣が採択を前に「新しい経営安定対策はそ

の実効性に未知の部分も少なくない」、「今

後その成果を検証し、必要に応じて適切な見

直しを検討」と発言する事態となりました。

これほど問題の多い農政改革をこのまま機

械的に具体化することは認められません。Ｗ

ＴＯ農業交渉ドーハラウンド閣僚会議の決裂

を見ても、各国の食料主権の保障と地域実情

を踏まえた多様な形態の家族経営を、直接支

払いと価格保障で支える経営安定対策こそ世

界の流れであり、今、日本農業に求められて

いる改革の方向であります。

よって、次の事項を実現するよう強く求め

ます。

１、品目横断的経営安定対策を実施するに

当たっては、意欲あるすべての農家を対象に

直接支払いと価格保障を組み合わせた対策に

するよう見直しを図ること。

２、規模の大小などだけでなく、地域の実

情に即した多様な担い手を確保するための施

策を具体的に検討すること。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出いたします。賛同いただけ

ますように、よろしくお願いいたします。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第２０

意見案第５号 教育基本法の改正に

ついて慎重審議を求める意見書

────────────────────

日程第２０ 意見案第○議長（中元優君）

５号教育基本法の改正について慎重審議を求

める意見書を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

１番今利一君。

－登壇－○１番（今利一君）

意見案第５号教育基本法の改正について慎

重審議を求める意見書であります。

この意見書につきましては、会議規則第１

３条の規定により、千葉健一議員外３名の賛

同を得て提出するものであります。

教育基本法改正に関し、「中教審で国を愛

する心」を教育の理念の中で明記することが

答申され、その答申を踏まえて与党改正案が

決定し、政府案が今国会で論議されていると

ころであります。また、民主党からも日本国

教育基本法案要綱が出されているところであ

ります。

教育基本法は、民主的で文化的な国家の建

設や、世界の平和を目指すとした憲法の理想

を実現するために、その実現は教育の力に待

つと制定されたものであり、子供たちが社会

を担う自立した市民として育つことを願った

ものであります。

その改正などに関する検討は、国民的な広

範な論議を前提に十分時間をかけて行われる

べきものであると同時に、教育を子供優先で

なく国家優先の方向に向かわせることを排除

して行われなければなりません。

政府において、教育基本法の国家主義的改

悪が行われることがないよう、また、慎重か

つ広範な論議を強く要望するものでありま

す。
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一つ、教育基本法の国家主義的な改悪は行

わないこと。

二つ目に、教育基本法に関する検討は、広

範な国民的論議を前提に、慎重に時間をかけ

て行うべきで、性急な結論を出さないこと。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見案を提出するものであります。よろ

しく御審議のほどお願い申し上げます。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第２１

意見案第６号 「新たな高校教育に

関する指針」の撤回、および小中高

３０人以下学級実現など教育条件整

備と既存高校の存続・維持発展を求

める意見書

────────────────────

日程第２１ 意見案第○議長（中元優君）

６号「新たな高校教育に関する指針」の撤

回、および小中高３０人以下学級実現など教

育条件整備と既存高校の存続・維持発展を求

める意見書を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

２番佐々木優君。

－登壇－○２番（佐々木優君）

意見案第６号「新たな高校教育に関する指

針」の撤回、および小中高３０人以下学級実

現など教育条件整備と既存高校の存続・維持

発展を求める意見書につきましては、岡野孝

則議員外３名の皆さんの賛同を得て提出いた

します。

北海道教育委員会は８月１日に、「新たな

高校教育に関する指針」を決定しました。地

方での大規模な高校統廃合と都市部を中心と

する受験戦争の激化が懸念されるものとなっ

ております。

全道各地で町づくりや地域の文化の拠点と

して重要な役割を果たしてきたそれぞれの高

校の歴史や伝統及び日々の教育実践を踏みに

じるものにほかなりません。長引く北海道の

不況と地域切り捨て格差拡大の構造改革路線

のもとで、通学費などの保護者負担が重くの

しかかり、高校授業料免除者、未納者は増加

の一途をたどっています。

指針に基づく高校の再編整備が実施されれ

ば、遠距離通学の増加や保護者の経済負担の

増加を招き、地域や保護者の経済力による教

育格差が拡大し、学ぶ権利を奪われる子供た

ちが一層ふえるのは必至であります。

これは、教育水準の維持向上と、教育の機

会均等を図るという指針の考え方と矛盾する

ものであり、指針自体が既に破綻しているも

のと言わざるを得ません。

よって、北海道教育委員会においては「新

たな高校教育に関する指針」を撤回し、小中

高は３０人以下学級実現や、教職員の定数増

など教育条件整備に努め、既存の高校の存続

及び充実、発展を図ることを強く要望いたし

ます。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出いたします。よろしく御賛

同をお願いいたします。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ以上で、本件○議長（中元優君）

の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。
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本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第２２

意見案第７号 ２００７年度国家予

算編成における義務教育無償、義務

教育費国庫負担制度の堅持と負担率

１/２復元を求める意見書

────────────────────

日程第２２ 意見案第○議長（中元優君）

７号２００７年度国家予算編成における義務

教育無償、義務教育費国庫負担制度の堅持と

負担率１/２復元を求める意見書を議題とい

たします。

提案者の説明を求めます。

７番横山久仁雄君。

－登壇－○７番（横山久仁雄君）

意見案第７号２００７年度国家予算編成に

おける義務教育無償、義務教育費国庫負担制

度の堅持と負担率１/２復元を求める意見書

は、会議規則第１３条の規定により、広瀬寛

人議員外２名の御賛同を得て提出するもので

あります。

その内容につきましては、教育の機会均等

と義務教育無償の原則は、憲法第２６条で定

められており、すべての国民に対して義務教

育を保障することは国の重要な責任であると

しております。

しかし、今、地方分権の推進、あるいは国

と地方の役割分担との視点から、主として経

済財政諮問会議で義務教育費国庫負担制度全

体の見直しが検討課題となっております。

昨年、教育関係４２団体で結成された実行

委員会が取り組んだ署名で、道内で３０万筆

を超えて集まったことや、道内１２１の議会

から義務教育費国庫負担制度に関する意見書

が内閣に提出されるなど、教育の機会均等と

水準の維持向上は、全道の教育関係者や保護

者、そして地域の願いであります。

よって、次の３点を求めるものでありま

す。

一つ、国の責務である教育水準の最低保障

を担保することに必要不可欠な義務教育費国

庫負担制度を堅持し、負担率２分の１復元を

すること。また、交付金化や一般財源化を行

わないこと。

二つ、憲法・教育基本法の理念である義務

教育無償を実現するため、保護者負担がゼロ

になるよう教育予算を拡充すること。

三つ、３０人以下学級を早急に実現をする

こと。

以下、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出するものであります。な

お、詳細につきましてはお手元の意見書案を

御一読願いたいと思います。

以上を申し上げまして、提案の説明といた

します。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第２３

意見案第８号 庶民増税の凍結と見

直しを求める意見書

────────────────────

日程第２３ 意見案第○議長（中元優君）

８号庶民増税の凍結と見直しを求める意見書
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を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

２番佐々木優君。

－登壇－○２番（佐々木優君）

意見案第８号庶民増税の凍結と見直しを求

める意見書につきましては、宮田議員外２名

の皆さんの賛同を得て提出いたします。

高齢者は、２００５年に所得税、０６年６

月に住民税が増税となり、その通知書を見て

「住民税が１０倍に」、「暮らしが成り立た

ない」など、問い合わせや抗議が市町村に殺

到しています。

０６年の定率減税の半減によって、所得

税、住民税増税が実施されました。さらに、

政府は、定率減税の廃止に続き、各種控除の

縮小・廃止など、果てしない庶民増税を進め

ようとしています。

これらが実施されると、年収５００万円の

４人家族では５５万円の増税となります。勤

労者の給与が減少している中で、このような

増税が行われたら、暮らしも営業も景気もさ

らに悪化します。このような増税は許される

べきものではありません。

社会保障や財政再建の財源は、庶民の増税

によるものではなく、むだな大型開発や軍事

費を見直して、税金の使い方をかえ、さらに

空前の利益を上げている大企業や大資産家に

応分の税金、税負担増を求めれば、つくるこ

とは可能です。

よって、下記のことを強く要求いたしま

す。

１、今実施されている高齢者への増税は中

止し、見直すこと。

２、定率減税廃止や所得税、住民税の各種

控除の縮小・廃止をやめること。

３、消費税増税をやめること。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出いたします。賛同いただけ

ますように、よろしくお願いいたします。

これより、本件の質疑○議長（中元優君）

を行います。

質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、以上で、本○議長（中元優君）

件の質疑を終わります。

討論を省略いたします。

お諮りいたします。

本件に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本件は、原案のとおり可決されま

した。

直ちに、関係機関に送付いたします。

────────────────────

日程第２４

閉会中の所管事務調査について

閉会中の都市事例調査について

────────────────────

日程第２４ 閉会中の○議長（中元優君）

所管事務調査及び都市事例調査についてを一

括議題といたします。

本件について、各委員長よりの申し出を職

員に朗読いたさせます。

庶務課長大畑一君。

－登壇－○庶務課長（大畑一君）

総務文教常任委員会委員長よりの所管事務

調査の申し出を朗読いたします。

事務調査申出書。

本委員会は、閉会中、下記の件について継

続調査を要するものと決定したので申し出ま

す。

調査番号、調査第１０号。

調査件名、食農教育について。

次に、総務文教常任委員会、市民福祉常任

委員会、経済建設常任委員会、各委員長より

の都市事例調査の申し出を朗読いたします。

都市事例調査申出書。

本委員会は、閉会中、下記により都市事例

調査を要するものと決定したので申し出ま

す。

総務文教委員会。

調査件名、食農教育について。

調査地、高知県高知市、高知県南国市、愛
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媛県新居浜市。

予定月日、１１月中旬。

市民福祉委員会。

調査件名、地域医療について。環境美化に

ついて。

調査地、岡山県笠岡市、愛媛県東温市、香

川県綾川町。

予定月日、１０月上旬。

経済建設委員会。

調査件名、観光行政について。

調査地、京都府亀岡市、石川県金沢市。

予定月日、１０月中旬。

以上です。

お諮りいたします。○議長（中元優君）

ただいま朗読報告のとおり、閉会中の事務

調査及び都市事例調査について決定いたした

いと存じます。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、それぞれ申し出のとおり、閉会中

の事務調査及び都市事例調査を許可すること

に決しました。

────────────────────

閉 会 宣 告

────────────────────

以上で、本日の日程を○議長（中元優君）

終わり、本定例会の案件はすべて終了いたし

ました。

これをもって、平成１８年第３回富良野市

議会定例会を閉会いたします。

午後 １時３２分 閉会
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上記会議の記録に相違ないことを証するため、ここに署名する。

平成１８年９月１５日

議 長 中 元 優

署 名 議 員 佐 々 木 優

署 名 議 員 天 日 公 子


